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公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
と
原
子
力
」
が

日
本
学
術
振
興
会
・
先
導
的
研
究
開
発
委
員
会
「
未
来

の
原
子
力
技
術
」
の
主
催
に
よ
り
、
二
月
一
三
日
、
東

京
大
学
の
武
田
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
二
○
一
一
年

に
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
き
っ
か

け
に
世
界
各
国
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
が
行
わ

れ
た
が
、
原
子
力
へ
の
依
存
に
つ
い
て
は
、
脱
原
子
力

か
ら
原
子
力
選
択
ま
で
、
国
に
よ
っ
て
大
き
な
へ
だ
た

り
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、フ
ラ
ン
ス
、ド
イ
ツ
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
英
国
の
主
に
大
使
館
関
係
者
か
ら
、
こ
れ
ら
の

国
々
の
政
策
決
定
の
背
景
に
あ
る
考
え
方
や
国
情
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
経
済
、
技
術
開
発
な
ど
と
の
両
立
性
、

市
民
の
声
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
反
映
さ
せ
る
社
会
や

政
治
上
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

次
代
の
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ

高
校
生
や
大
学
生
に
よ
る
意
見

交
換
な
ど
を
通
し
て
、
我
が
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
、

原
子
力
の
是
非
を
含
め
た
そ
の

将
来
像
、
市
民
参
加
型
の
政
策

策
定
へ
の
道
の
り
な
ど
を
と
も

に
考
え
る
の
が
セ
ミ
ナ
ー
の
趣

旨
で
あ
る
。
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
会
社
員
、
官
庁
、
大
学

関
係
者
、
学
生
、
主
婦
な
ど
約

一
四
○
名
も
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

当
日
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
の
在
日
大
使
館
か
ら
、

ま
た
ド
イ
ツ
か
ら
は
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
工
科
大
学
の
教

授
が
来
日
し
、
ま
た
我
が
国
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
精

通
す
る
専
門
家
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
基
調
講
演
を
行
っ
て
下
さ
っ
た
。

事
前
に
三
項
目
の
質
問
を
伝
え
て
あ
っ
た
の
で
、
各
国

の
説
明
を
比
較
し
な
が
ら
聴
け
た
と
聴
衆
の
評
判
は
良

か
っ
た
。
今
後
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
を

拡
大
し
て
い
く
の
は
四
ヶ
国
に
共
通
し
て
い
る
が
、
ド

イ
ツ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
脱
原
子
力
に
よ
り
電
力
の

ほ
と
ん
ど
を
再
エ
ネ
で
賄
お
う
と
す
る
一
方
、
フ
ラ
ン

ス
が
現
状
の
約
七
○
％
か
ら
五
○
％
へ
、
ま
た
英
国
が

現
状
の
約
二
○
％
か
ら
三
○
％
へ
と
と
も
に
原
子
力
で

賄
う
と
し
て
い
る
の
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
学
生

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
福
井
か
ら
二
名
、
福
島
か
ら
一
名
、

都
内
か
ら
二
名
の
高
校
生
、
福
島
の
高
専
生
一
名
、
都

内
の
大
学
生
三
名
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
。
同
時
通
訳
が

付
く
が
、
高
校
生
二
名
は
英
語
で
発
表
し
た
。
い
ず
れ

も
日
頃
の
勉
強
の
成
果
を
堂
々
と
述
べ
て
い
た
の
が
感

心
し
た
。
最
後
の
総
合
討
論
で
は
、
基
調
講
演
者
と
学

生
、
及
び
フ
ロ
ア
と
の
間
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
て
盛

り
上
が
っ
た
。
多
く
の
若
手
の
参
加
が
あ
り
、ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
も
評
判
は
上
々
で
あ
っ
た
。 

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両

市
が
生
ん
だ
偉
大
な
数
学
者
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。
一
九
○
六
年
生
ま
れ
の
ク
ル
ト
・
ゲ
ー
デ
ル
は
、

ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
入
学
し
、
物
理
学
、
後
に
数
学
を
学

ぶ
。
三
○
年
に
は
、
第
一
階
述
語
論
理
の
完

全
性
定
理
を
発
表
し
た
。
三
一
年
に
は
、
二

○
世
紀
の
数
学
基
礎
論
と
論
理
学
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
発
見
と
さ
れ
る
不
完
全
性
定
理

を
発
表
。
こ
れ
は
「
数
学
は
自
己
の
無
矛
盾

性
を
証
明
で
き
な
い
」こ
と
を
示
す
も
の
で
、

「
人
間
の
理
性
の
限
界
を
示
し
た
」
と
も
評

さ
れ
て
い
る
。
四
○
年
に
は
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
連
続

体
仮
説
に
関
す
る
重
要
な
定
理
を
証
明
。
ゲ
ー
デ
ル
は

ウ
ィ
ー
ン
大
学
講
師
を
勤
め
た
が
、
四
○
年
に
は
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
か
ら
逃
れ
る
た
め
米
国
に
移
住
。
プ
リ
ン

ス
ト
ン
高
等
研
究
所
教
授
と
な
り
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
と
家
族
ぐ
る
み
で
親
密
に
交
流
し
、
物
理
学
や
哲
学

な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
九

年
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
般
相
対
性
理
論
に
お
け

る
ゲ
ー
デ
ル
解
を
生
ん
だ
。

　

一
方
、
京
都
大
学
関
連
で
は
、
一
九
一
五
年
生
ま
れ

の
伊
藤
清
教
授
は
、
東
大
数
学
科
を
卒
業
後
の
四
二
年

に
確
率
微
分
方
程
式
を
確
立
し
、
五
二
年
か
ら
退
官
す

る
七
九
年
ま
で
京
大
教
授
を
務
め
た
。
確
率
積
分
を
計

算
す
る
上
で
重
要
な
伊
藤
の
公
式
は
、
金
融
工
学
理
論

の
進
歩
に
大
き
く
貢
献
し
た
た
め
、「
ウ
ォ
ー
ル
街
で

最
も
有
名
な
日
本
人
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
二
○
○
六

年
、
数
学
の
応
用
に
対
し
て
新
設
さ
れ
た
ガ
ウ
ス
賞
の

初
代
受
賞
者
と
な
っ
た
。
一
九
三
一
年
生
ま
れ
の
広
中

平
祐
教
授
は
、
京
大
数
学
科
を
卒
業
後
、
米
ブ
ラ
ン
ダ

イ
ス
大
学
助
教
授
を
務
め
て
い
た
六
二
年
、
代
数
多
様

体
上
の
特
異
点
の
解
消
に
関
す
る
定
理
を
証
明
し
、
七

○
年
に
数
学
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
言
わ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ズ

賞
を
受
賞
し
た
。
七
五
年
か
ら
八
八
年
ま
で
京
大
教
授

を
務
め
た
。
一
九
五
一
年
生
ま
れ
の
森
重
文
教
授
は
、

京
大
数
学
科
を
卒
業
後
、
京
大
数
理
解
析
研
究
所
教

授
を
務
め
て
い
た
九
○
年
に
、
三
次
元
代
数
多
様
体
に

お
け
る
極
小
モ
デ
ル
の
存
在
証
明
に
よ
り
、
京
都
で
開

か
れ
た
国
際
数
学
者
会
議
で
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
を
受
賞
し

た
。
現
在
も
京
大
高
等
研
究
院
院
長
・
特
別
教
授
を
務

め
て
お
ら
れ
る
。
日
本
人

の
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
受
賞
者

三
名
の
う
ち
、
二
名
が
京

大
出
身
で
あ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者

の
高
校
時
代
、
受
験
雑
誌

「
大
学
へ
の
数
学
」
の
学
力

コ
ン
テ
ス
ト
連
続
成
績
優
秀
者
一
位
は
い
つ
も
同
学
年

の
森
さ
ん
だ
っ
た
が
、
四
位
や
五
位
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
七
一
年
秋
に
京
大
で
広
中
教
授
の
講
義
を
聴
い

た
が
、「
各
点
で
値
が
ピ
シ
ッ
と
決
ま
っ
て
い
る
」
し

か
覚
え
て
い
な
い
。
両
市
の
偉
大
な
数
学
者
に
ま
つ
わ

る
話
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に

撮
影
を
お
願
い
し
た
ゲ
ー
デ
ル
が
ウ
ィ
ー
ン
で
住
ん
で

い
た
家
の
銘
板
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純   

元
京
都
大
学
教
授

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html

Statistik Austria（１）オーストリアの人口
2019 年１月 1 日現在

オーストリアの９つの全州で前年（2018 年１月１日現在）より人口増となった。
下図は 2018 年における選挙区別の人口増減を示す（暫定）。青色は人口減、
赤色は人口増の地区で、色が濃くなるほどパーセンテージが高い。

ブルゲンラント州
29 万 3446 人（外国籍 8,9%）

ケルンテン州
56 万 0983 人（10,5%）
ニーダーエスタライヒ州
167 万 7831 人（10,1%）
オーバーエスタライヒ州
148 万 2300 人（12,8%）

ザルツブルク州
55 万 5298 人（17,2%）

シュタイアマルク州
124 万 3089 人（11,0%）

チロル州
75 万 4821 人（15,9%）
フォアアールベルク州

39 万 4224 人（17,8%）
ウィーン州

189 万 8000 人（30,2%）
オーストリア全州

885 万 9992 人（16,2%）

ウィーン


